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お
芝
居
の
公
演
な
ど
の
進
行
表

の
こ
と
を「
香
盤
表
」、も
し
く
は

単
に「
香
盤
」と
い
い
ま
す
。

　
出
演
す
る
役
者
や
役
名
、登
場・

退
場
す
る
場
面
な
ど
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。人
形
劇
で
は
、ど
の
人
形・

道
具
が
ど
の
シ
ー
ン
で
登
場
す
る
の

か
、と
いっ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
る
わ

け
で
す
。順
番
そ
の
も
の
も「
香

盤
」と
い
う
こ
と
も
あ
り
、登
場
順

を
間
違
え
る
と「
香
盤
が
違
う
」と

怒
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
元
々
の「
香
盤
」は
、お
線
香
を

立
て
る
台
。升
目
の
中
に
お
線
香

を
立
て
る
丸
い
穴
が
開
い
て
い
ま

す
。演
劇
の
香
盤
表
も
升
目
に
な
っ

て
い
て
、出
番
の
シ
ー
ン
に
丸
が
書
い

て
あ
る
様
子
が
似
て
い
た
こ
と
か

ら「
香
盤
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
話
で
す
。

　
映
画
な
ど
の
撮
影
で
は
撮
影
の

順
番
や
出
演
者
の
出
入
り
、セ
ッ
ト

組
み
な
ど
が
書
い
た
表
を「
香
盤
」

と
呼
び
、劇
場
客
席
の
座
席
表
も

ま
た「
香
盤
」と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

『
香
盤（
表
）』

並木 さんぽ

掲示板 いいだ人形劇センター
からのお知らせ

　NPO法人いいだ人形劇センターは、
センターの目的と活動にご理解、ご賛
同いただき、活動を支援していただける
平成29年度の会員を募集しています。
正会員・賛助会員（いずれも個人・団体）
にお申込みいただきますと会員特典とし
て、季刊情報誌『Dogushi』や公演・イ
ベントなどのお知らせを随時配信させ
ていただくほか、公演チケットの割引販
売、会員相互のネットワークを構成しま
す。皆さまのご支援をよろしくお願いい
たします。

D
o
g
u
s
h
i

　今春、創設5年目を迎えるいいだ人形劇
センター。これまでに飯田下伊那をはじめと
する市民の皆さんといくつもの人形劇を制作
してきました。飯田市に人形劇が根付いて
40年近くになり、「人形劇を観る」ことに慣れ
親しんだ感はあるものの、演じる側になって
みるというのはなかなか根気と勇気がいるも
の。制作過程でぶつかる困難な壁を乗り越
え、上演までこぎつけると皆さん「演じること
が楽しくなってきた」と言ってくださることが何
よりありがたく感じられます。さらに上演を重
ねてもらうための支援、そして新たに人形劇
を制作したいと思う方への支援をこれからも
続けていきます。
　次号は7月発行予定です。（帆）

　飯田下伊那唯一の造り酒屋「喜久水酒造」で開催された春恒
例の新酒まつりで今田人形座が「戎舞」を上演。戎さまが海の
幸、山の幸を前にみんなの願いを叶えようと「一献、もう一献」と繰
り返しお神酒を飲む様子に、ほろ酔い気分のお客さんたちからは
大きな掛け声と手拍子。酔った戎さまが沖に出て大きな「鯛」を釣
りあげ、新酒まつりに花を添えました。

特集

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌●Dogushi Vol.17
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わ
か
る
！！

わ
か
る
！！

View of IIDAView of IIDA

新年度会員募集中！

＜年会費＞
正会員5,000円
（企画を提案できます。総会での議決権あり）
賛助会員1口2,000円
（活動を財政面から支えていただきます）

●問合せ：いいだ人形劇センター
●TEL：050-3583-3594
●URL：iidapapecen.com
　「入会案内」メールフォームから
　お申込みいただけます。

胴串 ─どぐし─

こ
う
ば
ん

ひ
ょ
う

観
て
、創
っ
て〝
わ
く
わ
く
〞体
験

い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌

香盤表
出番 出演者
1 かざこし太郎
2 飯田ドグシ
3 本 町子

休 憩
4 山んば
5 たぬき
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観
て
、創
っ
て〝
わ
く
わ
く
〞体
験

い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

人
形
劇
公
演
は
も
ち
ろ
ん
、初
心
者
向
け
の
人
形
劇
講
座
や
巨
大
人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、人
形
操
作
、美
術
制
作
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、季
刊
情
報
誌
の
発
行
な
ど
、平
成

29
年
度
も
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な〝
体
験
の
タ
ネ
〞が
い
っ
ぱ
い
。さ

ら
に
、川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館
開
館
10
周
年
の
記
念
企
画
展
も
見
応
え
十
分
。ぜ
ひ

予
定
に
入
れ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

4月

8月9月10月11月12月2018年 1月2月3月

5月6月7月8月
特集

●…人形劇公演  ●…ワークショップ  ●…川本美術館企画  ●…その他

●
麻
績
の
里
桜
ま
つ
り 

竹
田
人
形
座
竹
の
子
会
特
別
上
演

4
月
8
日（
土
）・9
日（
日
）各
11
時・13
時

竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操
り
人
形
館　

●
黒
田
人
形
浄
瑠
璃
奉
納
公
演

4
月
8
日（
土
）18
時・9
日（
日
）13
時

下
黒
田
諏
訪
神
社
春
季
例
祭 
﹇
無
料
﹈

外
題
／
寿
式
三
番
叟
、三
十
三
間
堂 
棟
由
来 

平
太
郎
住
家
の
段
、

鎌
倉
三
代
記 

三
浦
別
れ
の
段 

ほ
か

●
人
形
劇
定
期
公
演

4
月
14
日（
金
）19
時
30
分 

飯
田
人
形
劇
場 
出
演
／
竹
田
人
形
座
竹
の
子
会
、ハ
ル
ポ
ン
ズ

●
基
礎
レ
ッ
ス
ン

4
月
〜
通
年 

飯
田
文
化
会
館 

ほ
か

人
形
劇・演
劇
の
経
験
者
対
象
。即
興
表
現
、身
体・発
声
訓
練
、脚
本
の
読
み
解
き
な
ど

舞
台
に
か
か
わ
る
人
の
た
め
の
基
礎
づ
く
り　

●
沢
則
行
監
督 

巨
大
人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
i
n
南
信
州『
さ
ん
し
ょ
う
う
お
』

4
月
〜
10
月

チ
ェ
コ
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す
る
人
形
劇
師・沢
則
行
氏
を
講
師
に
、井
伏
鱒
二
著『
山

椒
魚
』を
題
材
に
し
た
巨
大
人
形
劇
を
制
作
す
る
二
年
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

●
川
本
美
術
館
企
画
展
① 

人
形
劇
映
画「
項
羽
と
劉
邦
」展

4
月
23
日（
日
）ま
で 

川
本
美
術
館
3
階
ス
タ
ジ
オ　

●
川
本
美
術
館
企
画
展
② 

連
続
人
形
活
劇「
新・三
銃
士
」展

４
月
29
日（
祝
土
）〜
6
月
25
日（
日
） 

川
本
美
術
館
3
階
ス
タ
ジ
オ

●
人
形
美
術
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

人
形
と
音
楽
で
よ
み
が
え
る「
新・三
銃
士
の
世
界
」

4
月
29
日（
祝
土
）19
時 

川
本
美
術
館
3
階
ホ
ワ
イ
エ

人
形
の
実
演
と
音
楽
を
担
当
し
た
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ・コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ

●
季
刊
情
報
誌『
D
o
g
u
s
h
i
』春
号
発
行 

4
月
上
旬

●
人
形
劇
講
座
初
級
コ
ー
ス

5
月
〜
9
月 

飯
田
文
化
会
館
ほ
か

初
心
者
対
象
。作
品
選
び
か
ら
人
形
づ
く
り
、上
演
ま
で
を
体
験　

●
人
形
劇
講
座
中
級
コ
ー
ス

5
月
〜
9
月（
前
期
） 

飯
田
文
化
会
館 

ほ
か

飯
田
市
で
創
作
活
動
が
可
能
で
、新
作
に
取
り
組
み
た
い
劇
団
対
象

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
付
き
人
形
劇
公
演

5
月
27
日（
土
）10
時
30
分 

飯
田
文
化
会
館

小
中
高
校
で
人
形
劇
制
作
に
取
り
組
む
児
童
や
生
徒
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
市
民
劇
団
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
付
の

人
形
劇
公
演
。一
般
の
方
に
も
お
す
す
め

出
演
／
人
形
劇
ち
ん
ど
ん「
こ
ぎ
つ
ね
コ
ン
と
こ
だ
ぬ
き
ポ
ン
」 

ほ
か

●
人
形
劇
の
相
談
所

5
月
23
日（
火
）〜
6
月
20
日（
火
）の
毎
週
火
曜

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
演
に
向
け
て
人
形
劇
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
の

た
め
に
よ
ろ
ず
相
談
所
を
開
設
。9
月
以
降
は
随
時
開
催
予
定 

﹇
無
料
﹈

●
三
人
遣
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

6
月
3
日（
土
） 

川
本
美
術
館
下

今
田
人
形
座
を
講
師
に
伝
統
人
形
芝
居
の
操
演
方
法「
三
人
遣
い
」を
体
験 

﹇
無
料
﹈

●
人
形
劇
in
竹
宵
ま
つ
り

6
月
3
日（
土
） 

川
本
美
術
館
下

「
竹
宵
ま
つ
り
│

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」開
催
に
あ
わ
せ
、

和
ろ
う
そ
く
の
灯
り
で
楽
し
む
人
形
劇
公
演

出
演
／
今
田
人
形
座「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子‐火
の
見
櫓
の
段
」

﹇
無
料
﹈

●
川
本
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
1
日（
土
） 

飯
田
人
形
劇
場

出
演
／
谷
川
俊
太
郎
＆
D
i
v
a

●
森
の
か
み
し
ば
い
劇
場

7
月
2
日（
日
） 

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

飯
田
下
伊
那
の
紙
芝
居・読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演　

●
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ「
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
」

7
月
下
旬 

市
内
各
所

●
季
刊
情
報
誌『
D
o
g
u
s
h
i
夏
号
』発
行 

7
月
下
旬

●
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
7

8
月
1
日（
火
）〜
6
日（
日
） 

飯
田
市
内
全
域 

特
集「
関
東
の
人
形
劇
」

﹇
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
企
画
﹈

・沢
則
行
監
督 

巨
大
人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
南
信
州『
さ
ん
し
ょ
う
う
お
』

・「
人
形
劇
の
図
書
館
」に
よ
る
資
料
展
示 

ほ
か

●
川
本
美
術
館
企
画
展
③ 

「
台
湾
皮
影
戯
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」展

8
月
1
日（
火
）〜
9
月
5
日（
火
）川
本
美
術
館
3
階
ス
タ
ジ
オ

●
夏
休
み
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会 

（
予
定
）

8
月
中
旬 

川
本
美
術
館

●
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン『
死
者
の
書
』上
映

8
月
20
日（
日
） 

川
本
美
術
館

川
本
喜
八
郎
の
遺
作
、長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
特
別
上
映

●
人
形
劇
定
期
公
演 

9
月
上
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
川
本
美
術
館
企
画
展
④ 

懐
か
し
の
テ
レ
ビ
人
形
展

9
月
23
日（
祝
土
）〜
10
月
22
日（
日
） 

川
本
美
術
館
3
階
ス
タ
ジ
オ

●
ダ
ン
ボ
ー
ル
し
し
ま
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

9
月
〜
10
月 

川
本
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

獅
子
を
舞
う
男・後
藤
渉
氏
を
講
師
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

獅
子
の
頭
を
つ
く
り
、舞
を
練
習
。「
南
信
州
獅
子
舞

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
創
作
獅
子
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

●
川
本
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念
上
映
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

9
月
30
日（
土
） 

飯
田
人
形
劇
場

川
本
喜
八
郎
の
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
蓮
如
と
そ
の
母
』の
D
V
D
化
を
記
念
し
、作
品
の
上
映
と

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

●
沢
則
行
監
督 

巨
大
人
形
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
南
信
州『
さ
ん
し
ょ
う
う
お
』公
演

10
月
7
日（
土
）・8
日（
日
） 

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園 

﹇
無
料
﹈

●
人
形
劇
講
座
中
級
コ
ー
ス

10
月
〜
3
月（
後
期
） 

飯
田
文
化
会
館 

ほ
か

飯
田
市
で
創
作
活
動
が
可
能
で
、新
作
に
取
り
組
み
た
い
劇
団
対
象

●
人
形
劇
定
期
公
演 

10
月
中
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
秋
の
夜
長
を
楽
し
む
人
形
劇
公
演

10
月
27
日（
金
） 

飯
田
人
形
劇
場

秋
の
夜
長
に
じ
っ
く
り
と
人
形
劇
を
楽
し
む
大
人
向
け
公
演

出
演
／
く
わ
え・ぱ
ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ「
猫
夜
噺
」

●
季
刊
情
報
誌『
D
o
g
u
s
h
i
秋
号
』発
行 

10
月
下
旬

●
人
形
劇
in
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
3
日（
祝
金
） 

川
本
美
術
館

1
回
の
上
演
約
1
分
、定
員
2
名
。日
本
で
い
ち
ば
ん
小
さ
い
人
形
劇
の
公
演

出
演
／
P.
こ
と
り
座 

﹇
無
料
﹈

●
川
本
美
術
館
企
画
展
⑤ 

チ
ェ
コ
人
形
展

11
月
3
日（
祝
金
）〜
12
月
10
日（
日
） 

川
本
美
術
館
3
階
ス
タ
ジ
オ

●
森
の
ぽ
か
ぽ
か
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
3
日（
日
） 

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

人
形
劇
公
演
、ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
＆
ピ
ザ
づ
く
り
が
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
企
画

出
演
／
人
形
劇
団
む
す
び
座「
ど
ん
ど
こ
も
も
ん
ち
ゃ
ん
」 

ほ
か

●
人
形
劇
定
期
公
演 

12
月
中
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
ま
し
ゅ
＆
Ｋ
ｅ
ｉ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
23
日（
祝
土
） 

川
本
美
術
館

ま
し
ゅ
＆
Ｋ
ｅ
ｉ
が
ゲ
ス
ト
と
と
も
に
繰
り
広
げ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

ゲ
ス
ト
／
山
本
光
洋

●
初
春
を
寿
ぐ
竹
田
人
形
館

1
月
6
日（
土
） 

竹
田
人
形
館

初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
人
形
芝
居
の
連
続
公
演

出
演
／
竹
田
人
形
座
竹
の
子
会 

ほ
か

●
人
形
劇
定
期
公
演 

1
月
中
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
季
刊
情
報
誌『
D
o
g
u
s
h
i
冬
号
』発
行 

1
月
下
旬

●
い
い
だ
人
形
劇
ま
つ
り「
り
ん
ご
っ
こ
劇
場
」 

2
月
中
旬

●
保
育
士
人
形
劇
研
修
発
表
会 

2
月
中
旬

●
せ
か
い
の
劇
場
v
o
l.
6 

（
予
定
）

2
月
中
旬 

飯
田
人
形
劇
場

海
外
の
劇
団
を
招
聘
し
、優
れ
た
作
品
を
飯
田
で
鑑
賞
す
る

特
別
企
画

出
演
／
ナ
イ
ブ
ニ
人
形
劇
場（
チ
ェ
コ
）

●
人
形
劇
定
期
公
演 

2
月
下
旬 

飯
田
人
形
劇
場

●
春
の
人
形
劇
ま
つ
り

P
a
r
t
１ 

人
形
劇
定
期
公
演

3
月
中
旬 

飯
田
人
形
劇
場

P
a
r
t
2 

い
い
だ
市
民
劇
場
×
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
共
同
企
画

3
月
16
日（
金
） 

飯
田
文
化
会
館

出
演
／
人
形
劇
団
プ
ー
ク「
う
か
う
か
三
十
、ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
四
十
」 

ほ
か

※無料と表記のあるもの以外は入場料、参加費、入館料等が必要です
※日程や内容は変更になる場合があります。最新情報はお電話にてお問い合わせいただくか、いいだ人形劇センターのウェブサイト、フェイスブックをご覧ください



　伊那谷は民俗芸能が豊富だし、地元郷土史家による出版も数多い。この「中央道開通
記念・いいだガイドブック」は、「遠山の霜月まつり」「黒田人形と廻り舞台」「芝居の好きな
飯田人」「飯田の縁日」「昼神に湯が出た」「信濃路の女」など多面的な紹介で、そこには
飯田の伝承「岩見重太郎のヒヒ退治」も並ぶ。地元の黒田や早稲田の人形浄瑠璃には
ないが、講談や東北の猿倉や土佐の西畑などの民衆人形劇では欠かせない定番の物語
だ。人形劇の街として、この重太郎などを展開すれば面白い題材だと思うのだが。
　ところで次の「リニア開通記念版」ならば、どんな内容が並ぶのだろうか。
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Library Cafe

発行／中央プラン 1975年4月刊  （人形劇の図書館館長・潟見英明）

『いいだよいとこ』 村沢武夫 編　伊藤公二 絵

　

人
形
劇
団
ど
ん
ぶ
り
こ
は
１
９
７
７
年

に
結
成
。飯
田
に
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

参
加
。１
９
８
８
年
に
私
が
代
表
に
な
って

か
ら
は
、新
入
団
員
に
子
供
連
れ
で
飯
田

の
フェス
テ
ィ
バル
を
見
せ
た
く
て
積
極
的

に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。親
子
で
楽
し
む

経
験
が
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
信

じ
て
！
全
国
か
ら
来
る
ア
マ
チ
ュ
ア
と
プ

ロ
の
様
々
な
舞
台
を
一
度
に
観
る
こ
と
が

で
き
、理
屈
で
な
い
人
形
劇
の
魅
力
を
感

じ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

飯
田
で
毎
年
お
会
い
す
る
プ
ロ・
ア
マ

の
方
々
、お
い
な
ん
よ
サ
ロ
ン
、ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ブ
、各
会
場
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
の
交

流
は
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。期
間
中
、

竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操
り
人
形
館

に
竹
田
さ
ん
を
お
訪
ね
す
る
の
も
恒
例

で
、海
外
劇
団
の
歓
迎
会
の
お
手
伝
い
等

思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

丹
下
進
氏
追
悼
企
画
の
年
に
は
演
出

の
丹
下
さ
ん
を
偲
ん
で「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん

と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」を
上
演
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。他
劇
団
の
ど
の
作
品
に
も
丹
下

さ
ん
の
息
遣
い
を
感
じ
感
激
し
ま
し
た
。

２
年
に一度
の
仏
・シ
ャ
ル
ル
ビ
ル
メ
ジ
ェー
ル

の
フェス
、４
年
に
一
度
の
国
際
ウ
ニマ
フェ

ス
に
も
足
を
延
ば
し
て
い
ま
す
が
、飯
田

は
私
の
人
形
劇
フェス
の
原
点
で
す
！

第
６
回
す
べ
て
の
道
は

飯
田
へ
通
ず

出会いの楽しみ
人形劇団どんぶりこ

代表  大谷節子

す
べ
て
の
道
は

飯
田
へ
通
ず

　飯田市の小中学校では多くの子どもたちが人形
劇活動に取り組んでいます。これは全国的に珍しく
“人形劇のまち飯田”ならではの特色です。子どもた
ちが取り組む人形劇活動の様子を紹介するシリーズ
の六回目は、平成28年度の各学校での取り組みか
らみえた課題や抱負を取り上げます。

　

平
成
６
年
に
飯
田
市
内
の
全
校
に
創
設
さ
れ
た
人
形
劇

ク
ラ
ブ
。「
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
」で
人
形
劇
に
親
し
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
、次
は
演
じ
る
側
の
体
験
も
し
て
み
よ
う
と

学
校
が
主
体
と
な
り
始
ま
り
ま
し
た
。平
成
28
年
度
は
飯

田
市
内
の
小
中
学
校
28
校
の
う
ち
、22
校
・
25
団
体
が
人
形

劇
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
近
年
は
難
し
い
局
面
も
迎

え
て
お
り
、学
校
に
よ
っ
て
取
り
組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
に
変

化
。「
授
業
時
間
数
の
削
減
、ク
ラ
ブ
活
動
の
縮
小
な
ど
、子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」と
飯
田
文
化
会
館 

人
形
劇
の
ま
ち
づ
く
り
係
・
村

山
博
則
さ
ん
。

　
３
月
中
旬
、各
学
校
の
担
当
教
諭
が
集
ま
り
、一
年
間
の

取
り
組
み
を
発
表
・
報
告
。子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み
か
ら

見
え
た
こ
と
と
し
て「
自
己
表
現

を
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
る
」「
体
を

使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
、話
す
こ

と
、物
事
への
取
り
組
み
が
積
極
的

に
な
っ
た
」「
人
前
に
立
っ
て
演
じ
る

こ
と
の
難
し
さ
、緊
張
感
を
体
験
で

き
た
」「
自
分
た
ち
が
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

る
人
形
劇
へ
と
視
点
が
変
わ
り
、目

線
や
動
き
、声
の
出
し
方
を
工
夫

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
創
造

性
を
育
む
成
果
が
得
ら
れ
た
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「〝
人
形
劇
の
ま
ち
飯
田
〞と
い
わ
れ
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
が
人
形
劇
に
ふ
れ
る
機
会
が
少
な
い
」「
人
形
劇
が

初
め
て
の
た
め
外
部
か
ら
の
指
導
者
派
遣
は
重
要
」と
い
う

一
方
、「
地
域
の
民
話
や
伝
承
を

教
え
て
も
ら
い
台
本
に
取
り
入

れ
た
」「
方
言
を
学
習
し
、高
齢

者
た
ち
の
前
で
上
演
し
た
」と
の

報
告
も
。「
保
護
者
や
地
域
住

民
と
協
力
し
て
取
り
組
む
学
校

が
複
数
あ
り
、人
形
劇
が
地
域

と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」と
村
山

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

人形劇に取り組む
子どもたち

シリーズ 

6

次
号
は
、げ
き
だ
ん
は
て
な 

う
そ
ま
こ
と
さ
ん
で
す

竹田扇之助記念国際糸操り人形館にて （2003年）
前列写真左から、どんぶりこ石松、おなぎたみこさん、丹下進氏、
どんぶりこ大谷、どんぶりこ瀬戸山
後列左から、杉田信博氏、どんぶりこ大谷、須田倫太郎氏、
竹田扇之助氏、どんぶりこ瀬戸山、和気瑞江さん

子どもたちの人形劇活動を担当する教諭が人
形づくりを体験（5月20日 指導者講習会より）

飯田市内の小学校で唯一、部活動で取り組む丸山小学校人
形劇部「つばさ」。メンバーは小学校4年生から6年生の10人。
「私たちの夢 雨ニモマケズ」（2月26日 人形劇定期公演より）

平成28年度、飯田西中学校人形劇部The 
Worldの部員は一年生2人だけに。先輩2人の
応援を得ていいだ人形劇フェスタ、地区文化祭
などで上演。「山んば探し」（9月3日 人形劇定期
公演より）

追手町小学校3年生は11月の「伊那谷文化芸
術祭」「橋南文化祭」での上演に向け、8月下旬
から本格始動。専門的な知識を持つ講師から
人形制作や稽古の指導を数回受けた（8月31日  
1回目の人形制作指導より）

観
る
側
か
ら
演
じ
る
側
へ
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※「日本ウニマ」「全国専門人形劇団協議会」「日本人形劇人協会」が持ち回りで各団体の活動の様子、国内外の旬の話題をお届けします

　
小
学
校
３
年
生
の
夏
、い
い
だ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
で
上
演
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、中
学
・
高
校
・
大
学
、そ
し
て
社
会

人
に
な
っ
た
現
在
も
人
形
劇
を
続
け
る
田

川
陽
香
さ
ん（
25
歳
）の
一
人
芝
居「
劇
団 

マ
サ
ハ
ル
」。誰
も
が
親
し
み
や
す
い
作
品
が

評
判
で
、図
書
館
や
公
民
館
、福
祉
施
設

な
ど
、あ
ち
こ
ち
か
ら
声
が
か
か
る
人
気

劇
団
で
す
。

　
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
、市
民
が
つ
く
る
飯
田
発
の
人
形
劇

「
人
魚
姫
」に
参
加
し
、魔
女
役
で
出
演
。台
湾
で
の

海
外
公
演
も
経
験
し
ま
し
た
。「
人
形
制
作
の
後
、

上
演
に
向
け
て
稽
古
を
重
ね
る
う
ち
、自
分
の
時

間
の
中
で〝
人
形
劇
〞を
一
番
に
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。再
演
、海
外
公
演
と
稽
古

を
続
け
る
中
で
そ
の
思
い
は
さ
ら
に
強
い
も
の
に
。

そ
の
後
、東
京
で
開
催
さ
れ
る
人
形
劇
や
演
劇
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
な
が
ら
、プ
ロ
の
道
へ
進

む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
今
春
、生
ま
れ
育
っ
た
飯
田
を
離
れ 〝
毎
日
が
人

形
劇
〞の
世
界
へ
飛
び
込
む
田
川
さ
ん
。プ
ロ
劇
団

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、再
び
飯
田
の
舞
台
へ
戻
っ
て
来

て
く
れ
る
こ
と
を
願
って
や
み
ま
せ
ん
。

劇
団
マ
サ
ハ
ルやっ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

　

ふ
る
さ
と

秋
田
に
戻
り
、

二
人
だ
け
の

「
プ
ロ
劇
団
」

を
作
っ
て
、こ

の
４
月
で
10

年
に
な
っ
た
。

「
無
理
だ
ろ

う
」と
誰
か
ら

も
い
わ
れ
た
が
、無
我
夢
中
で
駆
け
抜
け
て
、昨
年

度
は
１
４
０
回
を
超
え
る
上
演
を
し
た
。東
日
本

大
震
災
の
後
か
ら
は
岩
手
県
三
陸
地
方
で
の
公
演

も
続
い
て
い
る
。

　

昨
年
春
に
は
人
形
劇「
か
さ
じ
ぞ
う
」で
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
児
童
福
祉
文
化
賞
を
い
た
だ
い
た
。

「
国
民
文
化
祭・あ
き
た
２
０
１
４
」を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
た「
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」は
そ
の
後
も
二
度
の
開
催
を
重
ね
て
、次
な
る

準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
は
自
宅
の
車
庫
を「
劇
場
」に
し
て
、

京
都
か
ら「
み
の
む
し
」さ
ん
を
招
い
た
。こ
れ
か
ら

は
講
習
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
開
き
た
い
。た
く
さ

ん
の
人
達
と
人
形
劇
の
魅
力
を
分
か
ち
合
い
た
い
。

　

東
北
は
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

前
途
は
明
る
く
な
い
の
か
な
。で
も
、山
間
の
小
さ

な
保
育
園
で
、20
人
の
子
ど
も
た
ち
が
人
形
劇
を

待
っ
て
く
れ
て
い
る
。こ
の
子
た
ち
と
一
緒
に
笑
っ

た
り
喜
ん
だ
り
し
た
い
。そ
う
思
う
と
、や
り
た
い
こ

と
が
ど
ん
ど
ん
湧
い
て
く
る
ん
だ
。

　

転
ん
だ
り
倒
れ
た
り
、時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
景

色
を
眺
め
な
が
ら
、仲
間
と
手
を
つ
な
い
で
、い
つ
ま

で
も
歩
ん
で
い
き
た
い
。良
か
っ
た
ら
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？

　

お
っ
と
、い
ま

は
６
月
に
初
日

を
迎
え
る
新

作
に
向
け
て
、

気
持
ち
を
集

中
さ
せ
ね
ば
。

　

さ
あ
、進
め

進
め
。

一般社団法人
全国専門人形劇団協議会（全人協）
人形劇の普及と芸術性の向上をはかり、人形劇表
現への理解と支持を広げることをめざし、1997年
に発足。51劇団が加盟しています。

地域劇団の
つぶやき

全人協通信
専門人形劇団事情⑥

人形劇団クスクス
伊藤 晃

初めて人形劇を上演した
丸山小学校3年生のころ
（写真上段右から5人目）

飯田女子短期大学のサ
ークル「子ども文化研究
会」のメンバーと（写真左）

「
　
年
」

昨夏より上演している「ねずみのはなし」。田川陽香さんが大好きな飯田の市民劇団「田辺」の代表・松井誠さん脚本の作品

昨年春、厚生労働大臣・児童福祉文化賞を受賞
した人形劇「かさじぞう」

「エビ」の人形を実際に操ってみる説明
会の参加者

　いいだ人形劇センターが2015年秋から2年計画ですすめ
るプロジェクト・巨大人形劇「さんしょううお」。今年の完成を
目指し、製作スタッフや上演キャストの参加を呼び掛ける説
明会を3月下旬に開催しました。
　説明会では人形制作の進捗状況や完成公演の時期、脚
本についてのほか、完成までに必要なメンバーの人数などを
具体的に報告。「飯田では今まで取り組んだことのない大規
模な作品なだけに難しい課題があるけれど、新たに参加して
くれる人、応援してくれるが人を増やして完成までこぎつけた
い」と監督の沢則行さんは呼びかけました。

①このプロジェクトの参加者
現在、活動している参加者と一緒に人形制作か
ら上演までのすべてに参加し、巨大人形劇「さん
しょううお」を創り上げるメンバー。中学生以上
で夜間の作業や稽古に参加できる方
募集人員／スタッフ・キャスト20人以上
参加費／2,000円（学生無料）

②さまざまなかたちでの協力者
参加者として継続的な活動はできないが、自分に
できる形でこのプロジェクトに協力したいという方
例）人形制作の手伝い、公演当日の手伝い、PR
活動、経済的支援 など
参加無料

沢則行監督 巨大人形劇『さんしょううお』
つくる、演じる、支える仲間を大募集！

巨大人形劇「さんしょううお」参加について

問合せ・申込み：いいだ人形劇センター
　　　　　　　☎050-3583-3594 

※企業・団体でのご協力も大歓迎です。
　ご不明な点は何でもお気軽にお問合せください

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る

監
督・沢
則
行
さ
ん （
写
真
左
）

制作中のキャラクター「タニシ」

キャラクターのデザイン画
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